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表１．  カ―スト別の調査対象者数 



















































３-２．  下位カースト（カミ、ムサハル）の身長と体重の発育評価チャートポスター 
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本研究で示した実測値    に基づく評価との齟齬 
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特に Eveleth, P. B. and Tanner J.M. (1976, 1990)が International Biological 
Program によって世界中の発育学者を結集して編集した “Worldwide Variation in 
Human Growth”はその白眉ともいえるデータ集であった。 
1. Eveleth, P. B. and Tanner J.M. (1976) “Worldwide Variation in Human Growth” 





3． Ohsawa et al. (2011) “Growth Standards for Children’s Weight of 12 Ethnic 
Groups in Myanmar and Thailand” では、タイにおける 7 民族（8,968 名）、ミャ




4． 國土ら (2010) “タイ王国・ミャンマー連邦に居住する 8 民族の身体発育曲線の検討” 
では、タイにおける 6 民族、ミャンマーにおける 2 民族の 5～18 歳 16,000 名のデー 




5. Ohsawa et al. (1995) “Comparative Study on the Growth of Thai and Japanese 
Children” では、タイにおける学齢期児童生徒の人類学的形態計測 69 項目の計測値
を平均値と標準偏差によって求め、この計測値を日本人とタイ人で比較できるよう







境要因の解析”では中国 28 省の農村における、7～21 歳の男女 237,657 名を対象
に年齢別の身長と体重のデータを用いて形態発育の地域格差を評価することを目
的に 7 歳、13 歳と 21 歳を中心に検討を行い、これらの地域間格差を解析して大き
な差を見出した。これにより中国では都市が男女とも発育水準は高いことを報告し
た。 
2. Ohsawa, S., and Ji, C.-Y.（1995）“Ecological Correlations and Anthropometric 
Variations in Chinese Youths” では中国全国から無作為に選択した 28 の市に居住
する漢族の 18 歳の男女（5,679 名）を対象に身長と体重の計測実施した。解析検討
は生態学的な相関関係から、形態と年平均気温、年間気温較差、年日照時間、海抜
高度、緯度などの間に有意の関係を認めた。 
3. 大澤ら（1996）“中国・雲南省少数民族児童生徒（タイ族, ワ族, ラフ族）の身体
発育と生活環境”では中国雲南省に居住する 3 民族（タイ族、ワ族、ラフ族）の 7





4. Ji, C.-Y. and Ohsawa S. (1993) “Growth Changes of Chinese Mongolian, Uygur, 








は、タイの東北地区で 6～21 歳の 1,398 名を対象に皮下脂肪厚 3 項目を計測し、皮
下脂肪厚の発育に都市化の影響が比較的に短期的に、強く表れることを報告した。 
6. Frisancho, A.R. and Baker, P.T.  (1970） “Altitude and Growth: A Study of the 
Patterns of Physical Growth of a High Altitude Peruvian Quechua Population” 









8. Little B.B. et al. (2013) “Altitude Effects on Growth of Indigenous Children in 
Oaxaca, Southern Mexico” ではオアハカ州の標高 5m～2,804m に居住する 6～14












1． Brink et al.（1976）“Nutritional Status of Children in Nepal, 1975” はネパール





2． Panter-Brick C. (1997）“Seasonal Growth Patterns in Rural Nepali Children” は






都及び隣接農村において 3～14 歳（398 名）を対象に形態計測（身長、体重、上腕
囲及び皮下脂肪厚）を実施し、米国による国立健康統計センタ （ーNCHS, 〔1979〕）
の標準値と比較し著しい格差があるとした。 
4． Martorell R. et al. (1984) “Characteristics and Determinants of Child 
Nutritional Status in Nepal” はネパールのタライ平原バラとラウタハト郡におい





5． Huijbers et al. (1996) “Nutritional Status and Mortality of Highland Children in 
Nepal: Impact of Sociocultural Factors” ではネパールコシ県の高地地方（標高
1,700～3,000ｍ）に居住する 14 歳以下の児童 438 名を対象に形態計測（身長、体
重、上腕囲、頭囲、皮下脂肪厚）を実施した。これらの値の比較は身長、体重、上
腕囲、頭囲については米国による国立健康統計センタ （ーNCHS, 〔1979〕）及び、
Dutch Gerver（1988）と行い、皮下脂肪厚は Frisancho （1990）と比較している。
これらの結果、ネパール幼児はいずれも発育が遅れている結論している。 
6．Hosono et al. (1998) “An Evaluation of Infants’ Growth in the Kingdom of Nepal” 
はネパールバクタプル郡における 0～5 歳の幼児（759 名）を対象に形態計測（身
長、体重）を実施し、体重の標準値を WHO（1986）及び日本の値（1990）と比較
しネパール幼児の発育が遅れているとしている。 








8.  Beall C. M. (1981) “Growth in a Population of Tibetan Origin at High Altitude”








(4) 民族分類のためのクラスター分析及び LMS 法に関する先行研究 





1． Ji, C.-Y. and Ohsawa S. (1991) “The Geographic Clustering of Body Size of 




2． Ji, C.-Y. and Ohsawa S. (1991) “Cluster Analysis on Body Size of Children Aged 7 of 
27 Chinese Minority Nations” は、中国における 27 の少数民族による形態的な分類






3． Ji, C.-Y. and Ohsawa S. (1992) “Different Growth Status of Youths Aged 18 from 27 
8 
 
Chinese Minority Nations” は中国における 27 の少数民族による形態的な分類を求
めて、18 歳の男女 69,389 名を対象に身長、体重他 4 項目による値を用いてクラス
ター分析及び検討を行い、中国諸民族の人類学的な形態の地理的な分布を報告した。 
4． Cole, T.J. and Green, P.J. (1992) “Smoothing Reference Centile Curves: The 










合があり、これにネパールの場合も当てはまる。Cole, T.J. and Green P.J.は現在
最も合理的な解析法としての LMS 法を提案した。これは得られたパーセンタイ
ル値を線形回帰方程式ではなく、非線形の回帰方程式を施すものであり、ここでは
年齢に沿って変化する発育データを 3つのパラメータ（L：Box-Cox power to 
remove skewness,  M : Median,  S : Coefficient of Variation) を含むべき変換に
よって捉えるのである。LMS 法では中央値、変動係数、歪度を表す3つの変化の
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本研究でいう下位カーストとは、ネパール社会による 4 つのヴァルナでは第 4位シュ
ードラに分類される、主として鍛冶を生業としてきたカミカースト及びインド社会によ


















頭頂点から床面までの鉛直距離 (mm) をさす。 
 
座高 
頭頂点から腰かけた座面までの鉛直距離 (mm) をさす。 
 
体重 
体重は上下下着 1 枚のみで計量した重量目盛を記録 (kg)さす。 
 
皮下脂肪厚（上腕背部） 
上肢の背面、上腕三頭筋の中点の皮下脂肪厚 (mm) をさす。 
 
胸囲 
乳頭の中心と肩甲骨下角を通る周径 (mm) をさす。 
 
肩峰幅 










































































幼児期平均値によるカーストの分類では SPSS 21 Version を用いて、ウォ－ズ法によ
るクラスター分析を行った。また身体発育標準値作製のための標準化による解析による





第５節  調査地の概要 
 
ネパールの東部に位置するコシ県は北緯 26°20′～ 27°55′、東経 87°5″～ 
87°45′、標高は海抜約 100m～ヒマラヤ山脈のマカルー(世界第 5 位) 8,463m まで（図


































第１節  要約 
 


















第２節  研究の目的 
 
ネパール連邦民主共和国（以下ネパール）は多カースト、多民族国家である。最新の

















第３節  研究方法 
 






National Planning Commission（2002）によればカ―ストを 3 つに大分類し、上位
カ―ストではブラーマン、チェトリ他 10 カ―スト、中位カーストではコイリ、ハジャ
ム他 22 カ―スト、下位カ―ストではカミ、ムサハル他 15 カ―ストが属すると分類を
している。この解釈は広く一般になされているものと考えられるので、本研究でもこれ
を参考にしてカ―ストを 3 つに大分類し、これにさらに民族を付加的に扱うことにした。 
 
































３－３.  調査地 
ネパールの東部に位置するコシ県スンサリ郡（北緯は 26°23′～ 26°55′、東経
87°5″～ 87°11″、標高は海抜 152m～914m）とサンクワサバ郡（北緯は 27°6′
～ 27°55′、東経 86°57″～ 87°40″、標高は海抜 457m～ヒマラヤ山脈のマカル
ー（8463m）世界第 5 位）まである。本研究ではこれらの地域の海抜約 200m～2500m
が調査地 (図 1)である。 
前者には 49 の Village Development Committee（VDC）と 3 つの Municipality が
あるが、これらから 11 の VDC と 1 つの Municipality を選択した。また後者からは

































































３－４.  調査対象 
上記の調査地点の全ての幼稚園、保健所に於いて調査に協力してくれた調査対象者を
計測した結果 39 カ―スト/民族から 2,293 名のデータを収集できたが、発育標準値の作
製に先立ち、データを吟味した上、年齢による人数のバラツキは少ない、あるいは安定
性の高い集団を用いることにした。最終的に 7 つのカースト/民族（ブラーマン、チェ
トリ、ヤダブ、コイリ、カミ、ムサハル、シェルパ）の 2～6 歳の幼児、男児 669 名、




























男児 女児 男児 女児 男児 女児 男児 女児 男児 女児 男児 女児 男児 女児
2～3 29 39 24 19 15 9 19 38 16 20 12 16 8 6
3～4 45 47 48 51 12 11 35 25 27 14 15 30 5 6
4～5 46 53 44 41 13 12 52 38 23 31 26 24 4 11
5～6 31 39 41 27 13 17 38 13 11 24 11 7 6 7









３－５.  調査時期 
調査時期は 2010 年 9～10 月、2011 年 4～5 月、8～9 月、2012 年 5～6 月、9 月で
ある。 
 
３－６.  計測項目 
計測項目は、身長、座高、体重、皮下脂肪厚（上腕背部）、胸囲、と肩峰幅である。 
 
３－７.  計測器具 
計測用具は、身長にはアントロポメータ （ーGPM 製）、座高にはタジマピットメジャ






































































３－８.  計測方法 
身長、座高、体重、胸囲、肩峰幅の計測方法については藤田（1954）、皮下脂肪厚（上
腕背部）の計測については Lohman et al. (1988) を参考にした。 
 


























































































  結果 
 
４－１.  カースト/民族の形態の特性 
7 つの代表的なカースト/民族の形態計測 6 項目の幼児期平均値を表 2に示した。カー
スト/民族別の平均値はそれぞれ性、年齢ごとの対象者数が異なるので単純にこれを合
計し、比較する事が出来ない。そこでこれらの平均値（ ）の平均値（ ）を求めて 7
つのカースト/民族の年齢を捨象した幼児期平均値とした。 
また、これらの値を相互比較しやすいように、幼児期平均値を標準化（（ － ）/SD）、
し、平均を 0、標準偏差を 1 とした値（表 3）を求め、レーダーチャート（図 2、3）を
作成した。 
次にこのレーダーチャートによって各カースト/民族ごとに形態的な特性を観察する。 
４－１－１.  ブラーマン  
ブラーマンは最上位に分類されるカーストである。彼らの形態的な特性は身長
980.6mm、座高 557.5mm、体重 13.8kg、皮下脂肪厚 7.0mm、胸囲 497.6mm、肩峰幅




４－１－２.  チェトリ 
チェトリは上位カーストに分類される。彼らの形態的な特性は身長 964.6mm、座高




４－１－３.  ヤダブ 
ヤダブは中位カーストに分類される。彼らの形態的な特性は身長 964.9mm、座高
546.0mm、体重 13.3kg、皮下脂肪厚 6.9mm 胸囲 491.8mm、肩峰幅 216.3mm で相対
的に身長が高く、それに対する胸囲とはやや小さく全体にほっそりしている。女児の特
性(図 3)もほぼ類似している。 
４－１－４.  コイリ 
コイリもヤダブと同じく中位カーストに分類される。彼らの形態的な特性は身長














４－１－５.  カミ 
カミは下位カーストに分類される。彼らの形態的な特性は身長 949.3mm、座高




４－１－６.  ムサハル 
ムサハルは下位カーストに分類される。その形態的特性は 951.6mm、座高 542.0mm、




抜 200～400m の辺りに分布している。 
４－１－７.  シェルパ 
シェルパは海抜 2,000～5,000m に居住するチベット系の高地の民族であって、ヒマ
ラヤ登山のガイドやポーターとしてよく知られている。本研究で対象としたシェルパは
海抜約 2,000～2,500m に居住している。彼らの形態的な特性は身長 928.5mm、座高



























































ブラ-マン 980.6 557.5 13.8 7.0 497.6 218.0
 (人） 151 151 151 151 151 123
チェトリ 964.6 549.6 13.6 7.1 498.3 215.7
 (人） 157 157 157 157 157 130
ヤダブ 964.9 546.0 13.3 6.9 491.8 216.3
 (人） 53 53 53 53 53 52
コイリ 964.3 546.5 13.2 6.9 492.6 215.3
 (人） 144 144 144 144 144 126
カミ 949.3 542.1 13.3 7.3 490.8 212.5
(人） 77 77 77 77 77 60
ムサハル 951.6 542.0 13.0 6.9 496.1 211.7
 (人） 64 64 64 64 64 47
シェルパ 928.5 529.9 13.0 7.6 493.8 200.1
 (人） 23 23 23 23 23 23
ブラ-マン 960.6 542.6 13.1 7.8 485.5 213.0
 (人） 178 177 178 178 178 143
チェトリ 951.1 537.7 12.8 7.3 483.4 211.4
 (人） 138 138 138 138 138 112
ヤダブ 952.0 539.4 12.6 6.9 483.0 212.6
 (人） 49 49 49 49 49 47
コイリ 951.7 538.3 12.6 7.3 482.4 210.5
 (人） 114 114 114 114 114 99
カミ 937.5 530.9 12.8 7.7 483.5 210.8
 (人） 89 89 89 89 89 65
ムサハル 943.9 536.5 12.5 7.4 484.4 210.2
 (人） 77 77 77 77 77 52
シェルパ 934.0 530.9 13.3 8.3 495.9 205.1











































表３．性別、カースト/民族別の形態計測 6 項目の 
幼児期平均値による標準得点 
身長 座高 体重 胸囲 肩峰幅
ブラ-マン 1.391 1.508 1.636 0.986 1.081 0.866
チェトリ 0.420 0.570 0.963 0.000 1.319 0.483
ヤダブ 0.438 0.142 -0.048 0.972 -0.896 0.583
コイリ 0.402 0.202 -0.385 -0.756 -0.623 0.416
カミ -0.509 -0.321 -0.048 0.756 -1.237 -0.050
ムサハル -0.369 -0.332 -1.059 -0.756 0.570 -0.183
シェルパ -1.772 -1.769 -1.059 1.890 -0.214 -2.114
ブラ-マン 1.437 1.380 0.981 0.603 0.012 0.953
チェトリ 0.414 0.250 -0.049 -0.508 -0.433 0.340
ヤダブ 0.511 0.642 -0.736 -1.397 -0.518 0.800
コイリ 0.479 0.389 -0.736 -0.508 -0.645 -0.005
カミ -1.051 -1.317 -0.049 0.381 -0.412 0.110
ムサハル -0.362 -0.026 -1.080 -0.286 -0.221 -0.121




































４－２.  カースト/民族のクラスター分類 
前述した７カースト/民族の形態計測値をウォーズ法によってクラスター分類すると、
男女はそれぞれ図 4、5 に示したように分類される。これら 2 つの分類結果は全く同型
の分類結果となっており、男女とも同様のカースト/民族分類が成り立つことを示して
いる。これらを概観すると、男女いずれもクラスターは 3 つであって、1 番目のクラス
ターに中位カーストに属するヤダブとコイリそして上位カーストのチェトリが分類さ
れこの群に上位カーストのブラーマンが加わって同一クラスターを形成している。 






































































５－１.  カースト/民族の生態学的条件 
 





































































































































ヤダブ 1,054,458 海抜約200～400 亜熱帯 家畜を飼う, 農業
家畜を飼う, 農業,
公務員
118,850 2,307 ヒンドゥー教 菜食主義
元来肉類,　魚類を摂取
してはいけない
コイリ 306,393 海抜約200～400 亜熱帯 農業, 家畜を飼う
農業, 家畜を飼う,
公務員
96,854 1,899 ヒンドゥー教 菜食主義
元来肉類,　魚類を摂取
してはいけない






















鶏, 豚, 牛, 水牛肉を摂取
してはいけない













シェルパ 112,946 海抜約2,000～2,500 温帯/亜寒帯 農業, 登山ガイド 農業, 登山ガイド 28,342 1,771 チベット仏教 食事の禁忌はない -


















































































































良児が多いとか、低栄養児が多いとかの報告をしてきた。（須永他、1984； Martorell et 



















第１節  要約 
 
本研究では、ネパールにおける代表的なカースト別（上・中位カーストと下位カース
ト別）、性別に 2～6 歳の幼児を対象に形態 3 項目（身長、体重、皮下脂肪厚）の発育
評価チャートを作製し、提案した。標準化（Standardization）の方法としては、LMS









ースト 2～3 歳までの女児の体重発育標準値を布置して観察したところ、3 パーセンタ




























多いと報告をされている。またネパール政府保健省による最新の報告 Ministry of 
Health and Population、Government of Nepal (2012) では 0～5 歳の幼児を対象に身
長と体重を調査し、WHO（2006 年）の身体発育標準値を用いて発育評価を行った、そ















































































































パーセンタイル値（3、10、25、50、75、90、97 パーセンタイル値、ここでは pc と表
記する）を求め、これらの年齢ごとの同一パーセンタイル値を年齢軸に沿って結ぶ曲線
をスプライン関数によって求めて行く方法である。この曲線の平滑化については既に多
くの研究 (Cole, 1990; Cole and Green, 1992;  Cole, 1994; 國土ほか、 2010; Ohsawa 
et al., 2011;  Thompson and Theron, 1990;  Wei et al., 2006）がなされている。本研
究では LMS 法（Cole and Green; 1992) について、Ohsawa et al., (2011) に従って引
用した。 
LMS法は L（歪度を補正するボックス・コックスパワー）、M（中央値）と S（変




(歳） 　男児 　女児 男児 女児
2～2.5 37 49 15 22 123
2.5～3 50 56 13 14 133
3～3.5 64 60 15 12 151
3.5～4 76 74 27 32 209
4～4.5 73 78 26 29 206
4.5～5 82 66 23 26 197
5～5.5 74 49 13 16 152
5.5～6 49 47 9 15 120
































ここで、式（4）における α，α と ασ は平滑化パラメータであり、これらの 3 つの積




*LMS モデルの計算には R プログラムの VGAM パッケージを用いている。 
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を 3、10、25、50、75、90、97pc で求め、これを前記の LMS 法によって発育曲線を






４－１.  発育評価チャート 
 
４－１－１.  身長 
図 1 は男児上・中位カースト、図 2は同じく下位カーストの身長の発育評価チャート
である。男児の 50pc 身長の発育標準値は上・中位カーストでは 2 歳で 843.7mm、3 歳
で 906.2mm、4 歳で 968.8mm、5 歳で 1028.8mm、6 歳で 1086.1mm となる。これに
対して下位カーストでは 2 歳で 818.3mm、3 歳で 887.4mm、4 歳で 956.8mm、5 歳で




トを比較観察すると、上・中位カーストの 50pc 値曲線は 2～2.5 歳では下位カースト
の 75pc 曲線にほぼ等しく、その後の 3～6 歳の間でも 60pc から 75pc の間を推移
している。ここで一般的な解釈に基づいて、 3pc 以下を同一集団内におけるリスクの
高い集団もしくは低発育の集団と判定すると、上・中位カーストのチャートを使用して
下位カーストの 10pc の集団を評価すると、2～2.5 歳では低発育と判定されることに
なる。逆に、上・中位カーストの 3pc の幼児は下位カーストチャートを使うと低栄養
とは判定されないのである。 
このように、50pc 値だけを比較しても上・中位カーストは下位カーストより 2 歳
では 25.4mm、4 歳では 12mm、6 歳では 24.8mm も高い値となっている。また特に
大きな差が見られるのは 97pc 以上の高身長群であって、両群の差は 2 歳ですでに 




図 3に女児の上・中位カースト、図 4に同じく下位カーストを示した。女児では、50pc 
身長の標準値は上・中位カーストでは 2 歳で 822.8mm、3 歳で 891.1mm、4 歳で 
958.9mm、5 歳で 1018.9mm、6 歳で 1077mm となる。これに対して下位カーストで



































































































































































































































４－１－２.  体重  
図 5が男児の上・中位カースト、図 6が下位カーストの体重の発育評価チャートであ
る。男児の 50pc 体重標準値は上・中位カーストでは 2 歳で 10.7kg、 3 歳で 12kg、
4 歳で 13.5kg、5 歳で 14.9kg、6 歳で 16.2kg となる。 これに対して下位カーストで
は 2 歳で 10.6kg、 3 歳で 11.8kg、4 歳で 13.2kg、5 歳で 14.4kg、6 歳で 15.6kg
である。ここで 50pc はすべての年齢で上・中位カーストが下位カーストを凌いでおり、 
6 歳では 0.6kg の差がある。90pc ではその差は大きくなり、2 歳で 0.7kg 差であっ
たのが 6 歳では 1.2kg にまで拡大する。両カーストの pc 曲線を比較すると上・中位




て上・中位カーストは相対的に広い。両群間の差を 6 歳の 50pc 値で見ると 0.6kg 差





女児の体重の発育評価チャートは図 7と図 8である。女児の 50pc 体重標準値は上・
中位カーストでは 2 歳で 10kg、3 歳で 11.4kg、4 歳で 12.8kg、5 歳で 14.1kg、6 歳
で 15.4kg となる。これに対して下位カーストでは 2 歳で 9.7kg、3 歳で 11.4kg、4 歳














た 0～3 歳の体重のチャートを採用）と本研究で得られた図 8 の下位カースト女児の発
育評価チャートを 3pc と 97pc で比較するとその食い違いは一層大きくなる。 3 歳以
降でも同様の傾向を示していることがこれらの値から分かる。前記（第 1 章、図 1）は
その食い違いを 2～3 歳間で比較したものである、また、図 9 Hosono et al. (1998)によ






































































































































































































































４－１－３.  皮下脂肪厚（上腕背部） 
図 10に男児の上・中位カースト、図 11に下位カーストの皮下脂肪厚（上腕背部）の
発育評価チャートを示した。 
ここで男児の皮下脂肪厚の 50pc 値は上・中位カーストでは 2 歳で 7.6mm、3 歳で 
7.3mm、4 歳で 6.9mm、5 歳で 6.5mm、6 歳で 6.1mm である。これに対して下位カ
ーストでは 2 歳で 8.1mm、3 歳で 7.6mm、4 歳で 7.1mm、5 歳で 6.5mm、6 歳で 
5.9mm である。 
これらのチャートによればいずれのグラフでも加齢に従い皮下脂肪が減少している。











ここで女児の皮下脂肪厚の 50pc 値は上・中位カーストでは 2 歳で 7.9mm、3 歳で 
7.7mm、4 歳で 7.4mm、5 歳で 7mm、6 歳で 6.5mm である。 これに対して下位カ
ーストでは 2歳で 8.1mm、3歳で7.9mm、4歳で7.5mm、5歳で 7.2mm、6歳で 6.8mm
である。 
これらの発育評価チャートによれば男児と同じく加齢に従い皮下脂肪厚は減少して





























































































































































































































































































































２.  民族及びその他のグループに対する身体発育標準値の作製と提案 
本研究ではネパールにおける代表的な 6 つのカ―ストと 1 の民族について考慮した。
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１.  本研究により作製した上・中位カースト（ブラーマン、チェトリ、ヤダブ、コイ 
 リ）による発育評価チャート 
 

































































２.  本研究により作製した下位カースト（カミ、ムサハル）による発育評価チャート 
 


















































































































































３.  本研究より作製したネパール語による発育評価チャートポスター 








































































1～2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
2～3 29 33 19 22 0 0 4 3 7 27 0 19 0 1 1 6 4 3 4 4 7 0 2 0 5 0 2 2 3 0 2 0 0 0 8 0 1 0 0 218
3～4 50 51 27 16 7 1 0 0 0 36 6 15 5 2 2 3 4 2 0 0 4 2 0 4 7 2 4 5 1 3 0 1 0 3 4 2 0 0 2 271
4～5 47 53 24 14 2 0 3 4 3 53 1 30 0 3 4 3 0 1 6 3 0 0 2 4 0 1 0 4 2 2 4 1 1 7 6 1 2 0 0 291
5～6 47 35 15 15 7 1 3 5 4 39 4 11 4 2 0 0 2 0 6 4 6 0 1 0 6 3 6 0 1 0 3 0 0 4 4 1 2 0 0 241
6～7 0 1 2 0 1 0 1 0 0 16 0 0 3 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 2 0 0 37
7～8 2 1 0 1 1 0 0 1 0 14 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 26
8～9 0 0 0 0 0 0 0 1 0 16 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 0 0 7 0 2 0 0 33
9～10 0 1 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10 0 1 0 0 20
10～11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 5
11～12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3
合計 175 175 89 68 18 2 11 14 14 210 11 77 12 8 8 14 10 8 18 11 18 2 5 8 20 6 12 11 8 8 12 2 1 14 51 4 11 0 2 1148
タクリ
カ―スト/民族

































1～2 0 40 0 0 0 0 0 0 0 42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 83
2～3 25 49 21 10 0 0 2 4 8 33 1 25 2 1 2 0 1 5 4 0 0 4 0 1 0 1 5 3 2 0 0 0 1 1 6 0 0 0 1 218
3～4 52 55 19 14 6 3 5 6 9 41 2 28 0 0 0 2 2 4 0 3 5 0 2 1 6 7 0 0 1 4 2 1 3 2 6 0 0 0 1 292
4～5 46 42 33 15 3 0 0 8 9 14 0 24 1 0 7 4 0 0 5 2 3 4 1 0 2 0 4 3 0 3 4 1 1 2 14 0 2 3 1 261
5～6 33 1 25 18 5 0 4 0 6 12 1 7 0 0 0 2 0 0 4 0 4 2 0 0 9 4 2 5 0 0 1 0 0 2 8 1 2 0 0 158
6～7 6 1 1 0 0 0 0 0 0 12 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 1 0 39
7～8 1 1 0 0 0 0 0 0 0 11 0 1 0 0 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 3 2 0 0 0 9 0 0 0 0 34
8～9 0 1 1 0 1 0 2 0 0 15 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 0 0 0 9 0 0 0 0 36
9～10 3 0 0 2 2 0 0 0 0 1 0 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 19
10～11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
11～12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1




チェトリ ブラーマン カミ ヤダブ ダマイ タクリ サルキ テリ
カ―スト/民族
ドビチャマル コイリ シャンヤシ ムサハル ドゥサド バ二ヤ マラハ ハジャム スディ ローハル カテウェイ マガルハルワイ ラゾプト カヤスタ マルワリ バンタル バンガリ ドム ハルコル ジャイン ヌ二ヤ バダイ
タライ



























SD N SD N SD N SD N SD N SD N
2～3 883.3 43.0 29 513.6 23.7 29 11.7 1.6 29 7.4 1.5 29 475.7 24.8 29 202.4 12.1 23
3～4 958.5 46.6 45 549.5 27.9 45 13.3 1.3 45 7.3 1.7 45 497.1 18.6 45 214.8 11.4 32
4～5 1009.2 45.3 46 574.1 26.9 46 14.6 1.6 46 6.8 1.5 46 503.9 23.2 46 221.5 10.3 38
5～6 1071.5 46.7 31 592.9 29.1 31 15.7 1.8 31 6.3 1.4 31 513.7 23.1 31 233.6 12.4 30
2～3 865.3 39.5 24 502.5 26.5 24 11.2 1.4 24 7.5 1.4 24 474.1 20.6 24 198.0 11.4 17
3～4 932.0 43.9 48 538.5 27.5 48 12.8 1.5 48 7.4 1.5 48 486.8 27.3 48 210.7 12.3 33
4～5 1000.8 44.8 44 563.7 26.4 44 14.3 1.4 44 6.7 1.5 44 509.5 19.0 44 222.7 12.2 40
5～6 1060.2 46.8 41 593.6 30.3 41 16.1 1.7 41 6.7 1.2 41 522.9 19.5 41 231.5 10.8 40
2～3 874.5 39.1 15 509.9 24.1 15 11.2 1.2 15 7.4 1.5 15 473.0 20.1 15 198.4 12.2 15
3～4 933.9 48.4 12 528.9 35.1 12 12.4 1.5 12 7.0 1.2 12 483.3 21.5 12 211.8 10.4 11
4～5 999.8 47.6 13 566.9 28.7 13 14.1 1.3 13 6.9 1.1 13 495.3 13.9 13 222.1 11.0 13
5～6 1051.2 47.4 13 578.3 22.9 13 15.3 1.2 13 6.3 1.3 13 515.5 17.3 13 232.8 9.4 13
2～3 887.0 38.0 19 504.5 26.7 19 11.6 1.3 19 7.4 1.2 19 477.1 21.2 19 201.5 10.9 15
3～4 930.1 40.0 35 539.4 28.8 35 12.4 1.3 35 7.2 1.6 35 485.7 21.2 35 209.3 11.6 30
4～5 991.1 48.0 52 566.5 32.8 52 13.9 1.4 52 6.8 1.5 52 497.9 20.7 52 220.1 16.3 43
5～6 1048.9 48.6 38 575.3 25.0 38 15.0 1.5 38 6.2 1.6 38 509.7 18.9 38 230.5 10.4 38
2～3 846.6 33.6 16 499.5 24.5 16 11.4 1.1 16 8.0 1.3 16 465.6 18.9 16 193.6 10.3 11
3～4 919.6 48.4 27 533.3 31.0 27 12.8 1.5 27 7.6 1.6 27 483.8 25.3 27 205.9 11.3 22
4～5 998.3 49.1 23 563.0 27.9 23 14.2 1.7 23 7.3 1.9 23 503.5 23.5 23 220.8 11.5 16
5～6 1032.7 43.3 11 572.5 22.3 11 14.9 1.4 11 6.3 1.3 11 510.5 13.4 11 229.8 9.2 11
2～3 850.7 46.5 12 497.7 19.6 12 10.9 1.1 12 7.8 1.3 12 474.2 17.9 12 195.7 9.6 6
3～4 932.3 44.9 15 532.1 22.0 15 12.6 1.4 15 7.2 1.1 15 491.7 14.0 15 208.9 12.1 9
4～5 988.7 45.2 26 563.4 21.7 26 13.4 1.1 26 6.5 1.3 26 498.4 23.8 26 214.9 11.8 22
5～6 1034.9 34.5 11 574.9 20.2 11 15.0 1.4 11 6.1 1.2 11 520.3 23.0 11 227.4 8.5 10
2～3 829.3 39.2 8 481.1 22.4 8 10.6 0.8 8 8.5 0.8 8 468.4 15.2 8 181.9 11.9 8
3～4 894.6 37.6 5 519.2 15.3 5 12.3 0.6 5 8.3 2.3 5 479.0 13.9 5 193.4 14.8 5
4～5 986.0 32.5 4 553.5 10.6 4 13.9 1.8 4 6.6 0.6 4 506.8 27.4 4 210.5 13.8 4












身長 (mm) 座高 (mm) 体重 (kg) 皮下脂肪厚 (mm) 胸囲 (mm) 肩峰幅 (mm)

























SD N SD N SD N SD N SD N SD N
2～3 865.0 32.7 39 507.4 21.7 39 11.0 1.2 39 8.2 1.5 39 462.9 20.5 39 195.1 10.0 27
3～4 933.4 45.8 47 530.7 29.3 47 12.4 1.4 47 8.0 1.9 47 476.2 20.8 47 208.2 11.5 38
4～5 990.0 46.9 53 554.2 32.4 53 13.5 1.6 53 7.6 1.7 53 492.5 22.1 53 218.4 10.1 53
5～6 1054.1 49.2 39 578.1 25.4 39 15.4 1.7 39 7.4 1.5 39 510.6 21.9 39 230.5 12.1 35
2～3 846.9 28.4 19 495.4 23.4 19 10.5 1.0 19 7.6 1.2 19 457.9 16.1 19 192.9 7.4 18
3～4 930.1 43.5 51 531.1 30.1 51 12.6 1.6 51 7.4 1.5 51 484.3 25.8 51 207.9 10.6 35
4～5 993.4 45.5 41 552.2 30.2 41 13.8 1.5 41 7.4 1.5 41 493.6 24.8 41 218.3 12.9 34
5～6 1034.1 44.3 27 572.0 18.9 27 14.4 1.3 27 7.1 2.0 27 497.9 17.7 27 226.2 11.8 25
2～3 855.6 42.7 9 500.9 24.2 9 10.8 1.2 9 7.4 1.8 9 461.6 16.0 9 202.1 10.6 8
3～4 911.5 44.9 11 524.8 24.0 11 11.6 1.0 11 7.3 1.1 11 475.9 13.3 11 203.7 16.1 10
4～5 991.1 37.8 12 555.1 24.9 12 13.4 1.3 12 6.8 1.2 12 493.8 20.5 12 218.8 9.8 12
5～6 1049.7 38.3 17 576.8 21.2 17 14.8 1.7 17 6.1 0.9 17 500.9 25.4 17 225.8 11.1 17
2～3 847.9 42.7 38 488.9 24.2 38 10.5 1.4 38 8.1 1.2 38 458.1 21.0 38 191.5 15.1 34
3～4 922.4 48.1 25 530.1 30.3 25 12.2 1.5 25 7.8 1.5 25 479.2 22.6 25 201.1 16.0 19
4～5 987.5 44.8 38 558.5 27.9 38 13.4 1.4 38 7.2 1.2 38 490.3 20.1 38 216.9 15.8 38
5～6 1049.2 35.7 13 575.9 16.1 13 14.5 1.6 13 6.1 0.9 13 501.8 18.8 13 232.7 21.0 12
2～3 826.5 41.6 20 487.6 29.0 20 10.4 0.8 20 8.1 1.3 20 455.4 9.9 20 193.9 10.3 11
3～4 923.5 43.5 14 523.9 35.1 14 12.7 1.4 14 7.8 1.4 14 480.0 21.0 14 207.3 11.9 11
4～5 963.3 46.5 31 544.4 28.3 31 13.3 1.8 31 7.6 1.4 31 489.9 28.2 31 213.8 17.0 31
5～6 1036.7 47.1 24 568.0 24.8 24 15.0 1.6 24 7.5 1.7 24 508.9 19.9 24 228.1 12.0 23
2～3 835.9 48.3 16 491.9 26.6 16 10.6 1.3 16 8.7 1.5 16 465.9 22.0 16 186.7 16.4 13
3～4 930.5 43.3 30 533.6 23.2 30 12.3 1.2 30 7.5 1.4 30 478.7 20.7 30 208.3 13.0 19
4～5 963.2 43.7 24 545.8 26.4 24 12.8 1.3 24 7.2 1.5 24 490.0 21.2 24 214.9 21.4 13
5～6 1046.0 39.2 7 574.9 33.8 7 14.3 2.0 7 6.1 1.1 7 503.1 27.8 7 231.0 12.9 7
2～3 830.2 49.6 6 478.0 22.2 6 10.5 1.4 6 9.7 1.6 6 459.8 21.4 6 182.8 9.2 6
3～4 902.0 41.4 6 524.3 18.3 6 12.8 2.0 6 8.6 1.5 6 496.7 28.9 6 206.0 13.2 6
4～5 983.1 48.0 11 553.8 27.2 11 14.6 1.9 11 7.9 1.2 11 513.3 23.1 11 213.0 16.6 11












身長(mm) 座高 (mm) 体重(kg) 皮下脂肪厚(mm) 胸囲(mm) 肩峰幅(mm)
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